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千代よこね田んぼの稲刈り�
とんぼの舞飛ぶ秋空の元�
稲刈りが行われました�

夏場の水不足で収穫が心配されましたが�
みんなの協力で、大きく実りました�

飯田市の人口（9/1現在）■人口＝106,510人（前月比＋6）男51,105人女55,405人  ■世帯＝35,411戸（前月比－1）�
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21

PLAN
環境プラン�
の推進と進行管理�

� 21の重点事業�
環境プラン達成の�

目標年�

総合的な学習の時間等において、循環
型まちづくりをはじめとして、不法投
棄防止の教育、学友林や学校ビオトープ、
生ごみリサイクルなど、体験型学習に
よる特色ある環境学習を推進します。�

環境プランにおける重要な施策の実
施については、市民の意見を十分に
聞くとともに、環境行政への市民の関
心を高めるため、市民ニーズの把握
や環境チェッカー制度の運用などを
通じて、市民参加を推進します。�

意識づくり�

安全な�
まちづくり�

各分野を支える�
基盤的施策�

14

13

17

16

15

18

19

20

21

都市・生活型公害対策の推進�

河川などの水質浄化対策の推進�

数値目標�
●松川（妙琴橋から下流）の水質�
　（各地区主要河川についても設定）�

BOD1㎎ /R以下�

学校における環境学習の推進�

各種情報の積極的な提供�

環境交流センターの設置�

市民や事業者の環境問題への理解や、
学校などにおける環境学習を推進する
ため、指導者や活動団体の紹介、環境
データの提供、市の事業のお知らせなど、
各種情報の積極的な提供を推進します。�

情報の提供、体験学習の場、市民の
活動拠点などとして環境交流センタ
ーを設置します。�

数値目標�
●居住地域の生活環境に対する満足度�

67％（現況55％）�

・ごみを減らす工夫をしている�

・買い物時に買い物袋を持参する�

・環境に配慮した商品を買うようにしてい
　る�

・マイカーは使わずバス、電車などを利用
　している�

・環境に配慮した生活を積極的にしている�

・ビニールやプラスチックを燃やさないよ
　うにしている�

81％（現況72％）�

60％（現況39％）�

25％（現況11％）�

80％（現況47％）�

100％（現況85％）�

60％（現況34％）�

●市民の環境に対する取組の実行の度合い�

市民参加の推進�

環境調整会議の積極的な活用�
および環境への影響に対する�

評価制度の導入�

ISO14001、南信州いいむす21の�
普及および環境産業の育成�

農業における�
環境保全機能の向上�

開発事業について計画段階からの環
境配慮を行うため、公共事業におい
ては、環境調整会議の積極的な活用を、
民間事業においては、環境影響に対
する評価制度の導入を推進します。�

産業界の環境配慮を推進するため、
ISO14001及び南信州いいむす21
の普及を推進するとともに、環境配慮
型商品の認証制度（ぐりいいんだ）の
導入など環境産業の育成を図ります。�

低農薬、有機肥料の利用など環境保
全型農業を推進するとともに、農地が
持つ景観や自然環境の保全機能の維
持向上を図る仕組みづくりを推進し
ます。また、地元農産物を地元で消費
する仕組みづくりを推進します。�

数値目標�
●ISO14001または南信州いいむ21の
　認証取得事業所数�

全事業所の2％（現況0.5％）�

平成22年�
今後の環境に関する科学
的知見の向上や社会情
勢および住民のコンセサ
スの変化などに対応し、
適時見直しを行います。�

環境プランにおける重要な施策実施には、市民の
皆さんのご意見を十分お聞きし、環境審議会に諮
った上で、実行します。�
また、達成状況を把握し、環境レポートを作成、公
表します。あわせて進行管理に必要な市民参加
の仕組みづくりや、市の組織体制の整備をします。�

計画�

DO
実施�

CHECK
把握�
評価�

ACTION
見直し・是正�

実施�

環境基本条例(理念・方針等)�
基本構想・基本計画(調整)�
関連計画(調整)

市　民：日常生活での取組�
事業者：事業活動での取組�
行　政：施策の実施�

環境審議会�
環境市民会議�
庁内調整�
環境レポート�

近年増加している都市生活型公害に対応
するため、騒音、悪臭などについて規制
地域の見直しを推進します。また、野外
焼却や不適正な焼却炉による廃棄物の
焼却禁止を徹底します。�

主要河川の水質目標が達成されるよう、
事業排水対策や下水処理施設の普及を
推進します。また、化学物質による地下水
汚染など、環境の調査監視を推進します。�
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各分野を支える�
基盤的施策�

14

13

17

16

15

18

19

20

21

都市・生活型公害対策の推進�

河川などの水質浄化対策の推進�

数値目標�
●松川（妙琴橋から下流）の水質�
　（各地区主要河川についても設定）�

BOD1㎎ /R以下�

学校における環境学習の推進�

各種情報の積極的な提供�

環境交流センターの設置�

市民や事業者の環境問題への理解や、
学校などにおける環境学習を推進する
ため、指導者や活動団体の紹介、環境
データの提供、市の事業のお知らせなど、
各種情報の積極的な提供を推進します。�

情報の提供、体験学習の場、市民の
活動拠点などとして環境交流センタ
ーを設置します。�

数値目標�
●居住地域の生活環境に対する満足度�

67％（現況55％）�

・ごみを減らす工夫をしている�

・買い物時に買い物袋を持参する�

・環境に配慮した商品を買うようにしてい
　る�

・マイカーは使わずバス、電車などを利用
　している�

・環境に配慮した生活を積極的にしている�

・ビニールやプラスチックを燃やさないよ
　うにしている�

81％（現況72％）�

60％（現況39％）�

25％（現況11％）�

80％（現況47％）�

100％（現況85％）�

60％（現況34％）�

●市民の環境に対する取組の実行の度合い�

市民参加の推進�

環境調整会議の積極的な活用�
および環境への影響に対する�

評価制度の導入�

ISO14001、南信州いいむす21の�
普及および環境産業の育成�

農業における�
環境保全機能の向上�

開発事業について計画段階からの環
境配慮を行うため、公共事業におい
ては、環境調整会議の積極的な活用を、
民間事業においては、環境影響に対
する評価制度の導入を推進します。�

産業界の環境配慮を推進するため、
ISO14001及び南信州いいむす21
の普及を推進するとともに、環境配慮
型商品の認証制度（ぐりいいんだ）の
導入など環境産業の育成を図ります。�

低農薬、有機肥料の利用など環境保
全型農業を推進するとともに、農地が
持つ景観や自然環境の保全機能の維
持向上を図る仕組みづくりを推進し
ます。また、地元農産物を地元で消費
する仕組みづくりを推進します。�

数値目標�
●ISO14001または南信州いいむ21の
　認証取得事業所数�

全事業所の2％（現況0.5％）�

平成22年�
今後の環境に関する科学
的知見の向上や社会情
勢および住民のコンセサ
スの変化などに対応し、
適時見直しを行います。�

環境プランにおける重要な施策実施には、市民の
皆さんのご意見を十分お聞きし、環境審議会に諮
った上で、実行します。�
また、達成状況を把握し、環境レポートを作成、公
表します。あわせて進行管理に必要な市民参加
の仕組みづくりや、市の組織体制の整備をします。�

計画�

DO
実施�

CHECK
把握�
評価�

ACTION
見直し・是正�

実施�

環境基本条例(理念・方針等)�
基本構想・基本計画(調整)�
関連計画(調整)

市　民：日常生活での取組�
事業者：事業活動での取組�
行　政：施策の実施�

環境審議会�
環境市民会議�
庁内調整�
環境レポート�

近年増加している都市生活型公害に対応
するため、騒音、悪臭などについて規制
地域の見直しを推進します。また、野外
焼却や不適正な焼却炉による廃棄物の
焼却禁止を徹底します。�

主要河川の水質目標が達成されるよう、
事業排水対策や下水処理施設の普及を
推進します。また、化学物質による地下水
汚染など、環境の調査監視を推進します。�



飯田市の貯金（基金）、借金（地方債）の残高の推移�

0

10億�

20億�

30億�
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60億�

13年度�12年度�11年度�10年度�９年度�
0
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13年度�12年度�11年度�10年度�９年度�

基金残高� 地方債残高�

財政調整基金財政調整基金�財政調整基金�

減債基金※減債基金※�

特定特定目的基金※的基金※�

減債基金※�

特定目的基金※�

一般会計一般会計�

特別会計特別会計�

一般会計�

特別会計�

　一般会計における基金残高は
平成１３年度末、５０億５８百万円
余。財政改革により平成１０年度
以降増加しています。しかし、
予期しない収入の減少や突発的
な支出の増加のために積み立て
てある財政調整基金は８億８千万
円余と非常に厳しい状況です。�

一人あたりの基金残高�
47,647円�

　
平
成
１３
年
度
の
一
般
会
計
の

歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
４
％
増
の
４
２
２
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、

環
境
文
化
都
市
実
現
に
向
け
て
、

今
こ
こ
で
行
う
べ
き
重
点
的
な

施
策
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
事

業
を
行
っ
た
た
め
で
す
。�

　
例
え
ば
、
全
市
で
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
の
回
収
な
ど

の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
。
身
体

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

三
尋
石
公
営
住
宅
（
Ｃ
棟
）
の

建
設
な
ど
福
祉
施
設
や
公
営
住

宅
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
の
２
・

３
階
を
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と

し
て
取
得
し
た
り
、
Ｉ
Ｔ
関
連

事
業
も
積
極
的
に
進
め
た
り
も

し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
長
引
く
景
気
の
低
迷

の
た
め
、
地
元
中
小
企
業
に
向

け
金
融
政
策
を
実
施
し
た
り
、

法
人
市
民
税
の
引
き
下
げ
を
実

施
し
た
り
し
て
、
緊
急
経
済
対

策
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。�

　
一
方
、
平
成
１０
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
財
政
改
革
も
折

り
返
し
を
迎
え
、
歳
出
面
で
は

人
件
費
を
減
ら
し
、
経
費
の
節

減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
歳
入
面
で
は
、
平
成
１２
年
度

に
続
き
、
基
金
の
取
り
崩
し
を

し
な
い
こ
と
が
で
き
、
結
果
と

し
て
財
政
改
革
の
目
標
で
あ
る

基
金
の
取
り
崩
し
を
し
な
い
と

い
う
方
針
を
達
成
で
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
利
子
割
交

付
金（
※
）な
ど
一
時
的
な
収
入

の
増
が
あ
っ
た
た
め
で
、
市
税

収
入
が
回
復
し
、
収
入
が
確
保

さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
今
後
も
市
税
や
交
付
税
な
ど

歳
入
の
大
き
な
伸
び
は
見
込
め

な
い
の
で
、
引
き
続
き
、
財
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

　地方債残高は、平成１３年度
末で一般会計４４７億２６百万円余、
特別会計５５９億５百万円余、あ
わせて１００６億３１百万円余となっ
ています。特に上下水道事業を
積極的に進めているため特別会
計における累計が増加しています。�

地方債残高�

基金残高�

一人あたりの地方債残高�
947,918円�

※飯田市の人口１０６，１６１人（平成１４年３月３１日現在）�※利子割交付金：郵便貯金や銀行預金などの利子に対して課税され
た都道府県税のうち市町村に交付されたもの�

※減債基金：地方債の返済を計画的に行うために積み立てているもの�
※特定目的基金：特定の目的のために資金を積み立てているもの�

公営住宅の建設�
 三尋石公営住宅（Ｃ棟）�

財
政
改
革
折

財
政
改
革
折
り
返
し
の
年
、

さ
ら
に
取
り
組
み
ま
す
。�
財
政
改
革
折
り
返
し
の
年
、

さ
ら
に
取
り
組
み
ま
す
。�

緊急経済対策の実施�



特集　平成13年度決算まとまる�特集　平成13年度決算まとまる�

   　　　　  　　　　　　　歳入決算  歳出決算�
 　　　 一般会計  429億7,800 421億5,484�
 国民健康保険 事業勘定  67億7,081  64億4,172�
 特別会計 直診勘定         　　71         　　71�
 老人保健特別会計 103億　558 103億　558�
 介護保険特別会計  49億8,733  49億7,558�
 地方卸売市場事業特別会計        　　1,808      　 1,767�
 駐車場事業特別会計      　　7,750      　 7,738�
 墓地事業特別会計     　　 2,365      　 2,175�
 簡易水道事業特別会計  10億4,420  10億2,685�
 天竜川治水対策事業特別会計  33億6,890  32億4,874�
 農業集落排水事業特別会計  11億1,581  11億  843�
 下水道事業特別会計  65億6,522  64億4,491�
 介護老人保健施設事業特別会計   2億5,329   　2億4,600�
 上郷地区有線放送電話事業特別会計           　　 2,270      　 1,043�
 病院事業 収益的収支 107億9,492 108億7,313�
  資本的収支  18億4,490  23億7,509�
   市立病院 収益的収支  97億2,691  97億1,794�
  資本的収支  16億6,472  21億5,657�
   高松分院 収益的収支  10億6,801  11億5,519�
  資本的収支   1億8,018   2億1,852�
 水道事業会計 収益的収支  15億3,806  13億2,948�
  資本的収支   7億8,684  11億9,807�
           　　計  495億1,850 497億  152�
         　合 　　 計 924億9,650 918億5,636

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計�

市税�
135億8,458万円�

（31.6％）�

地方交付税�
98億8,606万円�

（23.0％）�

地方債�
40億6,150万円�

（9.4％）�

国庫支出金�
34億867万円�

（7.9％）�

諸収入�
27億2,941万円�

（6.4％）�

県支出金�
26億6,877万円�

（6.2％）�

分担金・負担金�
12億9,597万円�

（3.0％）�

地方消費税交付金�
11億9,515万円�（2.8％）�

繰越金�
11億4,044万円�（2.7％）�

使用料・手数料�
5億4,942万円�

（1.3％）�

その他�
24億5,803万円�（5.7％）�

民生費�
83億1,139万円�

（19.7％）�

土木費�
74億6,665万円�

（17.7％）�

公債費�
60億6,543万円�

（14.4％）�

総務費�
43億1,734万円�

（10.3％）�

衛生費�
39億8,280万円�

（9.4％）�

教育費�
38億2,004万円�

（9.1％）�

商工費�
30億8,510万円�

（7.3％）�

農林水産業費�
24億1,753万円�

（5.7％）�

消防費�
12億5,089万円�（3.0％）�

その他�14億3,767万円�
（3.4％）�

429億7,800万円�

421億5,484万円�

会  計  名�

　
　
　
　
歳
　
入�

　
景
気
の
低
迷
な
ど
か
ら
個
人

及
び
法
人
の
市
民
税
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
固
定
資
産
税
が
増

加
し
、
市
税
全
体
と
し
て
前
年

並
み
の
税
収
を
確
保
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
税
と
並
び
市
の
重

要
な
収
入
で
あ
る
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、
制
度

改
正
に
よ
り
７
・
１
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
起
債
の
借
り

入
れ
は
２７
・
２
％
と
大
幅
増
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
交
付
税

の
減
額
分
を
補
う
臨
時
財
政
対

策
債
の
借
り
入
れ
と
中
部
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
、
三
尋

石
公
営
住
宅
建
設
な
ど
の
建
設

事
業
の
増
加
に
伴
う
も
の
で
す
。�

　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め

の
市
街
地
再
開
発
事
業
が
本
格

的
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
商
工
費

も
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
を
実

施
し
た
た
め
総
務
費
も
１９
・
０

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
一
方
過
去
に
借
り
入
れ
た
起

債
の
返
済
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
つ

つ
あ
り
、
併
せ
て
繰
り
上
げ
償

還
を
行
っ
た
た
め
、
公
債
費
は
６
・

８
％
増
と
な
り
ま
し
た
。�

＊
文
中
の
比
較
は
前
年
度
対
比
で
す
。�

　
　
　
　
歳
　
出�

　
飯
田
下
伊
那
で
初
め
て
の
施

設
と
な
る
身
体
障
害
者
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
松

尾
の
高
齢
者
世
代
間
交
流
施
設

の
整
備
に
よ
り
民
生
費
が
１４
・

９
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

一般会計収支�

会計別の収支�

歳　入�

歳　出�

■問合せ　財政課　財政係　内線2231

単位：万円�

歳　出�

歳　入�

公共下水道の整備�
 松尾処理場第３系列の完成�

福祉施設の整備�
　中部デイサービスセンター�



　9月8日、市内各地区で地震災害と、

2次災害を想定した防災訓練が行われ

ました。�

　下久堅地区では、地滑り災害による

避難、そして火災発生を想定した消火

活動、炊き出し、けが人の搬送などを自

らの力で行いました。地区の実情にあ

った訓練の実施で、地域の自主防災組

織の体制を確認し、いざというときの備

え、心構えも高まりました。�

　17年余の歳月と、総事業費約470億

円をかけ、国・県・市・中部電力の四者

が協力して行った天竜川上流部 川

路・龍江・竜丘地区治水対策事業は、

今年度完成します。9月7日、これを祝い

記念式典をＪＲ川路駅前広場で挙行し

ました。関係者それぞれがあいさつを述

べ、記念碑を除幕。地元代表の謝辞に

続くアトラクションでは3地区それぞれの

地元芸能が披露されました。�

　新生の大地を環境と調和する産業

と交流の拠点となるよう取り組んでい

きます。�

安全で新しい大地誕生�

地震災害を想定し�
自主防災を確認�

治水対策事業完成記念式典�

防災訓練実施�



　8月13日から20日まで市内で開催。�

　今年の音楽祭も、世界や国内で活

躍されている一流演奏家の皆さんが参

加して、室内アンサンブルを中心とした

セミナーやコンサートが開かれました。�

　音楽祭の美しい音色と共に、飯田の

夏も静かに終わりを告げました。�

　県内最長寿の林をていさん（龍江）百八歳を筆頭

に27人の方が百歳以上で敬老の日を迎えました。敬

老祝賀訪問では、かくしゃくとして、思い出話しや長寿

の秘訣を披露される方もいらっしゃいました。�

　8月30日から9月27日まで（毎週金曜日）、全5回

の講座を開催。講座では、手話とは何か？から始まり、

簡単な日常会話まで学習しました。25人の受講生は、

真剣な眼差しで手・指の動きに集中していました。�

技能ボランティア養成講座�

手話入門教室�
9月15日敬老の日�

ますますお元気で�

アフィニス夏の音楽祭�

美しい音色が響く�

上郷飯沼　小西ちはるさん（101歳）�



■問合せ　保健課　保健指導係　内線5518

　
乳
房
の
し
こ
り
と
い
え
ば
、

ま
ず
乳
が
ん
を
連
想
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
頻
度
と
し
て
は
、

良
性
腫
瘍
（
大
部
分
が
線
維
腺

腫
）
や
乳
腺
症
の
ほ
う
が
多
く
、

特
に
乳
房
の
痛
み
と
し
こ
り
を

訴
え
て
外
来
を
訪
れ
る
患
者
さ

ん
の
大
部
分
は
乳
腺
症
で
す
。�

　
乳
腺
の
特
殊
な
し
こ
り
と
し

て
葉
状
腫
瘍
が
あ
り
ま
す
。
葉

状
腫
瘍
と
い
う
言
葉
は
あ
ま
り

聞
き
慣
れ
ま
せ
ん
が
、
以
前
は

葉
状
嚢
胞
肉
腫
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
最
近
こ
の
名
称
に
変
わ
り

ま
し
た
。
下
伊
那
地
区
で
は
、

比
較
的
多
く
み
ら
れ
る
病
気
で

あ
り
、
最
近
15
年
間
で
約
35
人

ほ
ど
経
験
し
て
い
ま
す
。（
松
本�

市
で
の
15
年
間
で
は
5
人
程

度
で
し
た
）　�

　
比
較
的
若
い
人
に
も
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
、
特
に
高
校
生
ぐ

ら
い
の
年
代
に
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。
葉
状
腫
瘍
は
良
性
、

境
界
型
、
悪
性
の
3
つ
の
タ
イ
プ

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

診
断
は
難
し
く
、
組
織
診
断
で

初
め
て
わ
か
り
ま
す
。�

　
こ
の
腫
瘍
の
特
徴
は
、
比
較

的
早
期
に
大
き
く
な
り
、
と
き

に
は
10
㎝
以
上
に
も
な
り
、
大

き
く
な
る
と
が
ん
と
の
鑑
別
が

困
難
で
す
。
こ
の
腫
瘍
の
悪
性

の
も
の
は
葉
状
嚢
胞
肉
腫
の
名

称
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
が

ん
で
は
な
く
肉
腫
で
す
。�

　
治
療
法
は
今
の
と
こ
ろ
腫
瘤

の
摘
出
が
第
一
選
択
で
、
再

発
・
転
移
を
し
た
場
合
、
抗
が

ん
剤
な
ど
は
効
果
が
認
め
ら
れ

ず
、
治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
幸
い
に
も
大
部
分
は
良
性
で

す
が
、
こ
の
腫
瘍
は
良
性
で
も

局
所
再
発
し
や
す
く
、
再
発
を

繰
り
返
す
う
ち
に
悪
性
に
変
化

す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
た

と
え
良
性
の
診
断
で
摘
出
し
て

も
、
術
後
は
定
期
的
に
経
過
観

察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。� 市立病院  外科�

千賀  脩  医師�

乳
房
の
し
こ
り
　
葉
状
腫
瘍
に
つ
い
て�

現
代
版�

現
代
版�

�
�
　「ハートケア蒼い風」は、飯伊地区精神障害
者社会復帰訓練施設として、平成8年に開設さ
れました。名前の由来は、心を病みながらも明
日を見つめて風のようにさりげなく生活するな
かで、生きる力をつけることができたらという
願いが込められています。�
　この施設は、精神を病み治療していて、家庭
に閉じこもりがちな方や障害のため地域での生
活に適応することが困難な方が利用されています。
　来所者は一日平均10人前後で、決められた

行動が苦手な方が多いので、それぞれのペース
で参加し自由な時間を過ごしています。�
　また、ボランティアとの昼食会や、週1回の
イブニングケアもおこなわれており、仲間との
会話や施設の指導員や保健師との相談が心のよ
りどころとなっています。�
　社会環境の変化により、心の病気を持つ人が
急増しています。ストレスに対処する能力を身
につけるとともに、心の病気に対する理解を深
めることが大切です。�

ハートケア蒼い風�

心の安らぎをもとめて�

せん　 が　　　おさむ�

よ
う
じ
ょ
う
し
ゅ
よ
う�

せ
ん

い
　
せ
ん�

し
ゅ�

の
う
ほ
う
に
く
し
ゅ�



ぼくが願う未来の飯田市�
正木　亨さん（座光寺小6年）�

 伊那谷自然友の会�

　伊那谷自然友の会は、会員数1300人を超えるこの地域最大の
自然関係の民間団体です。昭和60年に美術博物館建設にあわ
せ、博物館活動を支援する目的で発足しました。�
　友の会では、伊那谷の自然環境を守るためには、まず伊那谷の
自然を知ることが大切であるという立場で活動しています。�
　主な活動は、会報を年6回隔月に発行、市民向け自然講座や自
然観察会の開催、「伊那谷の自然」などの刊行物の発行、開発な
どに対して、生態系の視点からの問題提起及び県や市などの各種
自然保護に関わる対策検討委員会に代表が出席し意見具申など
を行っています。単に開発反対を声高に叫ぶのではなく、市民にも
行政にも、自然の事実を見てもらい、理解してもらい、話し合いから、

そのあるべき姿を見いだしていく活動を
大切にしたいと思っています。そしてそ
の先、伊那谷の自然保護は、複雑な
環境や多様な生物を一つの生態系と
してとらえ、丸ごと保護することのできる
ようにすることこそ肝要ではないかと訴
えていきたいと思います。�

― 連絡先　堤　久　 1（36）5308

「菊慈童」を飯田市民のもとに�

　近代日本画の先駆者、郷土出身の天
才画家「菱田春草」の大作「菊慈童」を
飯田市美術博物館へとの願いから、市
民会議を去る７月26日、経済・教育・
文化・芸術など各界の幅広い発起人に
より設立し、広く一般市民の皆さんの
ほか、多方面に浄財の寄付をお願いし
ております。�
　この作品は、明治33年（西暦1900
年）春草26歳の出展作で、日本画の革
新に挑戦した、いわゆる「朦朧體」の
描法としては最高傑作と評価されてい
ます。また生涯においても重要文化財
４点に並ぶ名作であり、力作です。�
　現在この作品は、西宮市の個人所蔵
家のものとなっておりますが、春草生
誕の地飯田に対する特別なご好意、飯

田市議会のご
理解もあっ
て、購入を予
定していま
す。千載一遇
の好機とし
て、多数市民
の皆さんの募
金でのご賛同
をお願いいた
します。�
　購入実現の暁には、「環境文化都市
－飯田」の象徴的作品として、名実共
に春草顕彰の美術館として全国に誇れ
ることになります。�
　問合せ　美術博物館　1（22）8118

「菊慈童」の購入を願う市民会議事務局長　伊原保雄 さん�

日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

�

ひさし�つつみ�

い　はら�やす　お　�

まさ　き� とおる�

きく　　じ　　どう�

もう ろう たい�



大
平
県
民
の
森�

「
紅
葉
祭
り
」
開
催�

　
大
平
県
民
の
森
の
自
然
を
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
実
感
し
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
「
紅
葉
祭

り
」
を
開
催
し
ま
す
。�

　
ぜ
ひ
、
大
平
の
自
然
を
子
ど

も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
満
喫

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
�

　
１０
月
１９
日
g（
雨
天
時
翌
日
）�

　
午
前
９
時
か
ら
�

▼
場
所
　
大
平
県
民
の
森
�

▼
内
容
　
県
民
の
森
散
策
（
案

　
内
人
に
よ
る
説
明
）、
ケ
ー

　
ナ
演
奏
、
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
�

※
先
着
３
０
０
人
に
苗
木
の
無

　
料
配
布
�

▼
参
加
費
　
無
料
�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
�

▼
問
合
せ
　
伊
賀
良
支
所
�

　
1（
２
５
）
７
３
１
１
�

人
工
透
析
患
者
等�

見
舞
金
の
お
知
ら
せ�

　
１０
月
１
日
現
在
で
飯
田
市
に

１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
、

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。�

▼
支
給
要
件
�

○
慢
性
腎
疾
患
に
よ
る
人
工
透

　
析
患
者
で
、
特
定
疾
病
療
養

　
受
療
証
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
方
、
ま
た
は
腎
臓
機
能
障

　
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

　
付
を
受
け
て
い
る
方
。�

○
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の
手

　
術
を
受
け
た
方
の
う
ち
、
直

　
腸
・
膀
胱
・
小
腸
の
機
能
障

　
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

　
付
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、

　
ス
ト
マ
用
装
具
の
給
付
を
受

　
け
て
い
な
い
方
。�

▼
申
請
手
続
�

　
福
祉
課
（
り
ん
ご
庁
舎
内
）、

　
市
役
所
各
支
所
、
人
工
透
析

　
を
行
っ
て
い
る
病
院
窓
口
ま

　
た
は
本
庁
保
健
課
で
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。�

▼
持
ち
物
�

○
人
工
透
析
患
者
の
方
は
、
特

　
定
疾
病
療
養
受
療
証
ま
た
は

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
�

○
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
手
術

　
者
は
、ス
ト
マ
用
装
具
購
入
の

　
領
収
書（
本
人
氏
名
と
業
者

　
名
が
は
っ
き
り
記
入
さ
れ
て

　
お
り
、合
計
で
１
万
円
以
上
）�

○
印
鑑
、
振
込
口
座
の
わ
か
る

　
も
の
�

▼
申
請
期
限
�

　
１０
月
３１
日
e
ま
で
�

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
　
障
害
福

　
祉
係
　
内
線
５
３
１
４
�

徘
徊
高
齢
者�

家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス�

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル�

エ
ン
ザ
予
防
接
種�

　
徘
徊
の
見
ら
れ
る
痴
呆
性
高

齢
者
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な

っ
た
時
に
、
居
場
所
を
早
期
に

発
見
し
て
事
故
防
止
を
図
る
た

め
の
端
末
機
を
貸
与
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
�

　
徘
徊
の
見
ら
れ
る
痴
呆
性
高

　
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
�

▼
利
用
料
金
�

○
月
額
リ
ー
ス
料
�

　
５
２
５
円
（
個
人
負
担
）�

※
情
報
取
得
料
は
別
途
必
要
�

※
加
入
料
７
、
３
５
０
円
は
市

　
が
負
担
し
ま
す
�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
�

▼
問
合
せ
　
介
護
高
齢
課
�

　
高
齢
者
係
　
内
線
５
３
８
３
�

　
６５
歳
以
上
の
方
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る

場
合
、
費
用
の
一
部
が
公
費
負

担
さ
れ
ま
す
。�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
前
に
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
対
象
者
　
飯
田
市
に
住
所
が

　
あ
り
、
接
種
日
の
年
齢
が
６５

　
歳
以
上
の
方
�

▼
接
種
を
受
け
る
に
は
�

　
市
役
所
各
支
所
、
り
ん
ご
庁

　
舎
ま
た
は
本
庁
保
健
セ
ン
タ

　
ー
で
「
予
診
票
」
を
お
受
け

　
取
り
く
だ
さ
い
。�

　
そ
の
際
、
本
人
の
確
認
を
し

　
ま
す
の
で
、
保
険
証
ま
た
は

　
免
許
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。�

▼
予
診
票
配
布
期
間
�

　
１０
月
１
日
c
〜
１１
月
２９
日
f
�

※
予
防
接
種
は
１２
月
末
ま
で
に

　
受
け
て
く
だ
さ
い
�

▼
接
種
方
法
�

　
予
診
票
を
受
け
取
っ
た
後
、

　
飯
田
市
、
ま
た
は
下
伊
那
郡

　
内
の
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
、

　
予
診
票
と
予
防
接
種
手
帳
を

　
お
持
ち
の
う
え
、
接
種
を
受

　
け
て
く
だ
さ
い
。�

▼
料
金
　
１
、
０
０
０
円
�

　（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
）�

▼
そ
の
他
�

　
接
種
回
数
は
１
人
１
回
で
す
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
ご
本
人
の

　
希
望
に
よ
る
も
の
で
、
義
務

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課
�

　
内
線
５
５
１
１
・
５
５
１
２
�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

動物園の�
休園日�

■問合せ　動物園�
22-0416

10月 7日b◆15日c�
◆17日e◆21日b�
　◆28日b　　　　�
11月 5日c◆ 7日e



▼
対
象
者
　
飯
田
下
伊
那
の
小

　
中
学
生
（
保
護
者
同
伴
可
）�

▼
日
時
　
１０
月
１９
日
g
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
�

▼
場
所
　
上
久
堅
北
田
遺
跡
�

※
雨
天
時
は
上
郷
考
古
博
物
館
�

▼
参
加
費
　
無
料
�

▼
指
導
助
言
　
南
島
金
平
先
生
�

　（
美
術
博
物
館
専
門
研
究
員
）�

▼
申
込
方
法
　
官
製
は
が
き
に

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
校
名
、

　
学
年
、
電
話
番
号
、
保
護
者

　
同
伴
の
場
合
は
保
護
者
名
を

　
記
入
し
、
郵
送
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
１０
月
１６
日
d
�

　（
当
日
消
印
有
効
）�

▼
賞
　
美
術
博
物
館
長
賞
�

　
考
古
博
物
館
長
賞
ほ
か
�

▼
そ
の
他
　
画
用
紙
は
当
日
配

　
布
。
す
べ
て
の
絵
に
指
導
者

　
の
単
評
を
付
し
て
１０
月
２９
日

　
c
〜
１１
月
１０
日
a
ま
で
上
郷

　
考
古
博
物
館
で
一
般
公
開
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３
�
�

　
飯
田
市
上
郷
別
府
�

　
２
４
２
８
―
１
�
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）
３
７
５
５
�

上
郷
考
古
博
物
館
写
生
大
会�

北
田
遺
跡
で
古
代
を
描
こ
う�

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス�

に
助
成
し
ま
す�

　
寝
た
き
り
な
ど
で
理
容
・
美

容
院
に
出
か
け
ら
れ
な
い
高
齢

者
な
ど
が
、
自
宅
で
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
時
に
、
そ
の
業
者
の

出
張
に
係
わ
る
経
費
を
助
成
し

ま
す
。�

▼
対
象
者
�

○
要
介
護
３
以
上
に
認
定
さ
れ

　
て
い
る
方
�

○
身
体
障
害
者
で
特
別
障
害
者

　
手
当
受
給
者
�

▼
助
成
額
�

　
１
回
　
１
、
０
０
０
円
�

　（
今
年
度
は
３
回
ま
で
助
成
）�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
介
護
高
齢
課
　
高
齢
者
係
�

　
内
線
５
３
８
１
�

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、民

間
の
社
会
福
祉
事
業
を
支
援
す

る
た
め
の
募
金
と
し
て「
社
会
福

祉
法
」に
位
置
づ
け
ら
れ
、１０
月

〜
１２
月
ま
で
全
国
一
斉
に
展
開

し
ま
す
。�

　
昨
年
、飯
田
市
支
会
に
お
い
て

は
２
、１
８
３
万
円
余
の
多
額
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

く
寄
付
金
は
、寝
た
き
り
・一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
障
害
の

あ
る
方
々
に
対
す
る
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・

活
動
の
支
援
な
ど
、地
域
福
祉

の
充
実
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。�

　
今
年
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
長
野
県
共
同
募
金

　
会
飯
田
市
支
会
�

　
1
（
５
３
）３
１
８
０
�

　
継
続
雇
用
定
着
促
進
助
成
金

な
ど
の
支
給
申
請
受
付
を
行
い

ま
す
。従
来
長
野
市
で
手
続
を

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、飯

田
で
も
手
続
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。�

　
予
約
制
で
す
の
で
、お
早
め

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。�

▼
日
程
�

○
１０
月
８
日
c
〜
９
日
d
�

○
１１
月
１２
日
c
〜
１３
日
d
�

○
１２
月
１０
日
c
〜
１１
日
d
�

▼
時
間
�

○
１
日
目
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
�

○
２
日
目
�

　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分
�

▼
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会

　
議
室（
本
町
１
丁
目
）�

※
１
日
目
の
午
後
１
時
３０
分
か

　
ら
各
奨
励
金
の
制
度
説
明
会
、

　
各
助
成
金
の
利
用
相
談
も
合

　
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。ご
参

　
加
く
だ
さ
い
。（
予
約
不
要
）�

▼
予
約
先
・
問
合
せ
�

　
6
長
野
県
雇
用
開
発
協
会
�

　
高
齢
者
業
務
部
�

　
1
０
２
６（
２
２
６
）４
６
８
４
�

赤
い
羽
根
共
同
募
金�

事
業
主
の
方
へ�

　
労
働
保
険
と
は
、雇
用
保
険

と
労
災
保
険
の
総
称
で
す
。労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
場
合
は
、必
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
国
の
保
険
制
度

で
す
。�

※
雇
用
保
険
は
一
部
適
用
除
外

　
が
あ
り
ま
す
。�

▼
雇
用
保
険
�

　
失
業
し
た
場
合
の
生
活
の
安

　
定
と
再
就
職
の
た
め
の
給
付
、

　
高
年
齢
者
や
育
児
休
業
者
の

　
雇
用
継
続
の
た
め
の
給
付
お

　
よ
び
失
業
予
防
の
た
め
の
援

　
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

▼
労
災
保
険
�

　
労
働
者
の
業
務
上
や
通
勤
途

　
上
の
災
害
に
対
し
て
、必
要

　
な
給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

▼
手
続
方
法
�

　
飯
田
公
共
職
業
安
定
所
・
飯

　
田
労
働
基
準
監
督
署
で
加
入

　
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田
�

　
1（
２
４
）８
６
０
９
�

　
飯
田
労
働
基
準
監
督
署
�

　
1（
２
２
）２
６
３
５
�

１０
月
は
労
働
保
険�

適
用
促
進
月
間�
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環境にやさしい買い物キャンペーン�

テーマ「たった１人の買い物から」�
　○環境配慮型商品の購入に心がけましょう�
　○買い物袋を持参しましょう�
　○はかり売り商品の購入に心がけましょう�

■問合せ　消費生活担当　内線5352
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既
に
保
育
所
に
入
所
中
の
方�

平成
15年

度�
保育所とは�保育所とは�

平成
15年

度�
　ご家族が、仕事や長期傷病などで、家庭での保育ができない場合に、そのお子さ

んをお預かりする福祉施設です。入所ができるのは、0歳から小学校入学前までの

お子さんです。�

　保護者の皆さんは、いろいろな保育所を見たり直接話を聞いて、希望する保育

所を選択することができます。�

　また、保育所では、以下のサービスもおこなっておりますので、各保育所へお尋

ねください。ただし、保育所の入所状況によりお受けできない場合もあります。�

一時的保育　（各保育所で実施）�
保護者の都合や、疾病により緊急に保育が必要
な時、保育所に入所していないお子さんを、一時
的に保育所でお預かりします。（有料）�

入
所
手
続
の
方
法
は

入
所
手
続
の
方
法
は�

入
所
手
続
の
方
法
は�

保
育
所
・
鼎
幼
稚
園

保
育
所
・
鼎
幼
稚
園�

保
育
所
・
鼎
幼
稚
園�

■
保
育
所
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す�

　
１０
月
か
ら
、い
つ
で
も
市
内
の
各
保
育
所
を

見
学
で
き
ま
す
。
園
行
事
な
ど
で
見
学
で

き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
各
保

育
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■ 

入
所
説
明
会
を
開
き
ま
す�

○
日
程
　
左
の
一
覧
表
の
と
お
り�

○
会
場
　
希
望
す
る
保
育
所�

○
内
容
　
申
込
書
を
お
配
り
し
、手
続
き
の

方
法
、保
育
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
保
護
者
の
方
は
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
当
日
都
合
が
付
か
な
い
場
合
に
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
保
育
所
ま
た
は
市
役
所
児
童

課（
本
町
１
丁
目
り
ん
ご
庁
舎
内
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■
申
込
書
提
出
日（
１
次
締
切
）�

　
１１
月
２５
日
b�

■
申
込
書
提
出
先
　
希
望
す
る
保
育
所
ま
た

は
市
役
所
児
童
課
ま
で�

■
書
類
調
査
・
児
童
面
接
　 

１
月
２１
日
か
ら�

○
詳
細
は
、「
入
所
説
明
会
」で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。�

■
入
所
申
込
書
は
不
要
で
す�

　
１
月
中
に
保
育
所
を
通
じ
て
配
布
さ

れ
る
、「
継
続
入
所
調
査
書
」（
家
庭

状
況
確
認
書
）を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。�

■
新
年
度
ま
た
は
今
年
度
中
に
保
育

園
を
変
更
し
た
い
方�

１１
月
２５
日
ま
で
に「
保
育
所
入
所
変

更
届
」
を
現
在
通
園
中
の
保
育
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
今
年
度
中
に
卒
園
児
以
外
の
お
子

さ
ん
で
退
所
す
る
予
定
の
方�

１１
月
２５
日
ま
で
に「
保
育
所
退
所
届
」

を
現
在
通
園
中
の
保
育
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
未
定
の
方
は
、退
所

す
る
こ
と
が
決
ま
り
次
第
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

新
た
に
保
育
所
に
入
所
希
望
す
る
方�

問
合
せ�
問
合
せ�

児
童
課
　
児
童
保
育
係�

（
本
町
1
丁
目
り
ん
ご
庁
舎
内
）�

　（
2
2
）4
5
1
1�

内
線
5
3
4
1

日曜・休日保育　（飯田中央保育園で実施）�
日曜・休日に保育が必要な家庭を対象に保育
を行います。他の保育所に入所しているお子
さんも利用できます。（有料）�
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地　区

 公立   
保育園名 　   住　　　所 電　　話 定員 受入年齢 開所時間

 入所説明会 �
  私立        月・日 時間�
 橋　北 私 飯田子供の園 馬場町3-501 22-1389 60 0歳～5歳 7:30～19:00 11月3日 14:00�
 
橋　南

 私 飯田仏教 箕瀬町1-2453 24-0402 150 0歳～5歳 7:00～19:00 11月4日 10:00�
  私 飯田中央 中央通り2-9 22-4134 220 0歳～5歳 7:00～20:00 11月4日 10:00�
 羽　場 私 羽場 白山通り3-362 23-1388 45 0歳～5歳 7:00～19:00 11月3日 10:00�
 
丸　山

 私 風越 丸山町2-6728 22-2389 120 0歳～5歳 7:00～19:00 11月3日 14:00�
  公 丸山 今宮町2-113-2 22-2077 60 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 東　野 私 慈光 宮の前4410-1 23-1390 45 0歳～3歳 7:00～19:00 11月4日 14:00�
 
座光寺

 公 座光寺 座光寺2668 22-1147 60 1歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
  公 大堤 座光寺1008 23-9666 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 
松　尾

 公 松尾 松尾城5155 22-2244 250 0歳～5歳 7:30～19:00 11月3日 10:00�
  公 松尾東 松尾寺所5645-1 52-2289 120 1歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
 下久堅 公 下久堅 下久堅知久平940-2 29-8055 90 1歳～5歳 8:00～18:00 11月4日 10:00�
 上久堅 公 上久堅 上久堅7606 29-7053 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
 
千　代

 公 千代 千代932-5 59-2144 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
  公 千栄 千栄1524 27-3736 30 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
 龍　江 公 龍江 龍江4680 27-3681 90 1歳～5歳 8:00～18:00 11月4日 14:00�
 
竜　丘

 私 時又 時又329 26-9208 150 0歳～5歳 7:00～19:00 11月3日 10:00�
  公 竜丘 桐林378 26-8417 90 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
 川　路 公 川路 川路3467-2 27-3202 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 三　穂 公 三穂 伊豆木5451-14 27-3774 45 1歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 山　本 私 さくら 山本600-1 28-1050 90 0歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 山本 山本3340-2 25-2440 90 1歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
 

伊賀良

 私 伊賀良 大瀬木1103 25-7123 120 0歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 14:00�
  私 育良 北方130 23-5873 120 0歳～5歳 7:00～19:00 11月4日 14:00�
  私 あすなろ 育良町3-15-2 23-4656 30 0歳～3歳 7:00～22:00 11月3日 10:00�
  公 中村 中村1840-1 25-7217 45 1歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
  公 殿岡 下殿岡1020 25-3707 90 1歳～5歳 8:00～18:00 11月3日 10:00�
 

鼎

 私 明星 鼎切石3928 24-8020 120 0歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 14:00�
  公 鼎東 鼎下山538-2 22-3878 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
  公 鼎みつば 鼎名古熊2339 53-3277 150 0歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 鼎西 鼎切石4884 24-4080 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
  公 鼎幼稚園 鼎下茶屋2242 23-2341 120 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 

上　郷

 私 高松 上郷黒田236 22-4095 90 0歳～5歳 7:30～19:00 11月3日 14:00�
  公 上郷東 上郷飯沼784-1 22-2440 90 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
  公 上郷西 上郷黒田1488 22-2441 120 1歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 上郷南 上郷別府2126 24-4470 90 0歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 上郷北 上郷黒田2109-1 23-9656 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�

 認可外 　ビバチャイルド　　　　　　　　　　 鼎上山1815　　　　　　　　 53-7793　　直接園にお尋ね下さい�
　　　　　　 フラワーチャイルドひまわり　　　　　上郷黒田1519　　　　　　　　23-3926　　�

（認可外保育所については、事業所内保育所を表示していません）�
※各会場とも駐車場がありませんので、ご注意ください。※0歳児保育は保育所によって受け入れ月齢が異なります。�

　☆飯田市のホームページ子育てネットでも紹介しています。http://www.city.iida.nagano.jp/kodomo/

　
　
　
保
育
料
は
ど
の
く
ら
い

　
　
　
か
か
り
ま
す
か
。�

　
　
　
保
育
料
は
、
保
育
所
運

　
　
　
営
を
支
え
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
の
所
得
に
応
じ
て
、
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
従
っ
て

保
育
料
は
、
公
立
で
も
私
立
で

も
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
児

童
の
年
齢
や
保
護
者
の
所
得
税

額
等
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
て
い

ま
す
。�

※
平
成
１４
年
度
は
、
年
齢
、
所

　
得
税
額
に
よ
り
８
段
階
区
分�

※
８
時
か
ら
１６
時
を
こ
え
て
保

　
育
所
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

　
延
長
保
育
料
が
別
途
加
算
さ

　
れ
ま
す
。�

　
　
　
入
所
希
望
者
が
保
育
所

　
　
　
の
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し

た
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。�

　
　
　
家
庭
の
状
況
や
居
住
地

　
　
　
区
、就
労
状
況
な
ど
を
考

慮
し
、新
規
申
込
者
と
転
園
入
所

希
望
者
の
中
で
選
考
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。選
考
に
よ
っ
て
入
所
で

き
な
い
場
合
に
は
、他
の
希
望
さ

れ
る
保
育
所
に
変
更
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

Ｑ�Ｑ�Ｑ�Ｑ� Ａ�Ａ�Ａ�Ａ� 質
問
コ
ー
ナ
ー

質
問
コ
ー
ナ
ー�
質
問
コ
ー
ナ
ー�
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�

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー�

受
入
農
家
・
参
加
者�

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

　
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
っ
て

ご
存
じ
で
す
か
。�

　
農
業
に
関
心
を
持
ち
本
気
で

農
業
を
し
て
み
た
い
人
た
ち
が
、

忙
し
い
時
期
の
農
家
を
お
手
伝

い
す
る
制
度
で
す
。
現
在
、
飯

田
市
外
か
ら
約
４
５
０
人
の
方

が
登
録
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
お
手

伝
い
を
希
望
す
る
農
家
を
募
集

し
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
内
の
方
で
仕
事
の

休
日
に
農
家
の
お
手
伝
い
を
し
、

食
と
農
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
方
も
合
わ
せ
て
募
集
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。�

▼
開
催
日
程
�

　
１０
月
２５
日
f
〜
２７
日
a
�

　
１１
月
１
日
f
〜
４
日
b
�

　
１１
月
２２
日
f
〜
２５
日
b
�

※
そ
の
他
の
日
程
も
随
時
受
付
�

▼
申
込
期
限
　
１０
月
１８
日
f
�

▼
問
合
せ
　
農
政
課
�

　
内
線
３
５
１
５
�

▼
青
年
海
外
協
力
隊
�

○
募
集
規
模
�

　
約
１
４
０
職
種
�

　
約
８
０
０
人
�

○
応
募
資
格
�

　
満
２０
歳
か
ら
満
３９
歳
ま
で
の

　
日
本
国
籍
の
方
�

○
派
遣
国
�

　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南

　
米
・
大
洋
州
・
中
近
東
・
東

　
欧
の
約
６５
カ
国
�

○
派
遣
期
間
�

　
原
則
と
し
て
２
年
�

○
派
遣
時
期
�

　
第
１
次
選
考
（
筆
記
試
験
な

　
ど
）・
第
２
次
選
考
（
面
接
な

　
ど
）
お
よ
び
派
遣
前
訓
練
修

　
了
後
の
平
成
１５
年
７
月
以
降
�

○
待
遇
な
ど
�

　
往
復
渡
航
費
、
現
地
生
活
費
、

　
住
居
手
当
、
国
内
積
立
金
な

　
ど
支
給
�

○
募
集
説
明
会
�

・
日
時
　
１０
月
２４
日
e
�

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分
�

・
場
所
�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

　
２
階
視
聴
覚
室
�

※
入
場
無
料
、
予
約
不
要
、
年

　
齢
制
限
な
し
�

▼
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

○
募
集
規
模
�

　
９
分
野
�

　
約
２
５
０
人
�

○
応
募
資
格
�

　
満
４０
歳
か
ら
満
６９
歳
ま
で
の

　
日
本
国
籍
を
有
す
る
心
身
共

　
に
健
康
な
方
�

○
派
遣
国
　
５１
カ
国
�

○
派
遣
期
間
　
原
則
と
し
て
１

　
年
な
い
し
２
年
�

○
派
遣
時
期
�

　
第
１
次
選
考
（
書
類
審
査
な

　
ど
）・
第
２
次
選
考
（
面
接
な

　
ど
）
お
よ
び
派
遣
前
研
修
修

　
了
後
の
平
成
１５
年
３
月
下
旬

　
〜
６
月
下
旬
の
う
ち
事
業
団

　
の
指
定
す
る
日
�

○
待
遇
な
ど
�

　
往
復
渡
航
費
、
現
地
生
活
費
、

　
住
居
手
当
、
国
内
積
立
金
な

　
ど
支
給
�

※
募
集
説
明
会
は
、
海
外
青
年

　
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
と
も
県
内
各
市
で

　
開
か
れ
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
駒
ヶ
根
青
年
海
外

　
協
力
隊
訓
練
所
�

　
1
０
２
６
５（
８
２
）６
１
５
１
�

きのこに触れてみよう！�
　午前10時から　公園内を散策して、きのこを探します。�
　午前11時から　採ったきのこを鑑定します。持ち込みもＯＫ！�
　正午から　　　みんなできのこ汁を作ります。おいしくできるかな？�
　※途中参加も大歓迎です。�

■問合せ�
　かざこし子どもの森公園事務局�
　　　　　　　　  1（59）8080

楽器を作って交流しよう！�
　イギリスから５人の子どもと２人の先生
がやってきます。ドラムの材料を探し、
制作、演奏をして交流します。�
　ただいま参加者（対象小学５年生～
中学３年生）とホームステイの受入家族
を募集しています！�
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上
郷
考
古
博
物
館�

秋
季
展
示
解
説
会�

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座�

2
級
課
程
（
第
3
回
）�

中
央
図
書
館�

「
ケ
ン
玉
教
室
」�

　
上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、
１１

月
１７
日
a
ま
で
秋
季
展
示
「
死

者
へ
の
祈
り
―
長
野
県
に
お
け

る
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
の

墓
制
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。�

　
期
間
中
、
展
示
解
説
会
を
行

い
ま
す
。�

▼
日
時
　
１０
月
１９
日
g
�

　
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
と
�

　
午
後
２
時
か
ら
の
１
日
２
回
�

▼
解
説
　
当
館
学
芸
員
�

▼
問
合
せ
　
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）
３
７
５
５
�

特
別
教
養
講
座�

イ
タ
リ
ア
ン
料
理�

　
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
イ
タ

リ
ア
ン
料
理
を
楽
し
め
ま
す
。�

▼
対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
か
、
市
内
に
勤
務
す
る
お
お

　
む
ね
３０
歳
ま
で
の
方
�

▼
日
時
　
１０
月
２３
日
d
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分
�

▼
講
師
　
石
川
正
義
先
生
�

　（
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
シ
ェ
フ
）�

▼
材
料
費
　
１
、
５
０
０
円
�

　（
事
前
に
納
入
）�

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
�

▼
定
員
　
１６
人
�

▼
受
付
時
間
�

○
平
日
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時
�

○
日
・
祝
日
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
�

▼
申
込
方
法
�

　
直
接
来
館
す
る
か
電
話
予
約
�

▼
受
付
開
始
　
１０
月
５
日
g
�

▼
申
込
受
付
・
問
合
せ
�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

　
1（
２
３
）
５
５
７
１
�

　
体
を
使
っ
て
遊
べ
る
ケ
ン
玉

教
室
を
行
い
ま
す
。
初
心
者
向

け
の
ケ
ン
玉
教
室
で
す
。�

▼
対
象
者
　
小
学
生
以
上
�

▼
日
時
　
１０
月
１９
日
g
�

　
午
後
２
時
〜
３
時
�

▼
場
所
　
中
央
図
書
館
２
階
�

▼
講
師
　
横
田
富
士
雄
先
生
�

▼
内
容
�

　
ケ
ン
玉
の
簡
単
な
使
い
方
を

　
習
い
、
遊
び
ま
す
�

▼
持
ち
物
　
ケ
ン
玉
�

▼
問
合
せ
　
中
央
図
書
館
�

　
1（
２
２
）
０
７
０
６
�

▼
対
象
者
�

　
飯
田
下
伊
那
地
域
に
居
住
す

　
る
お
お
む
ね
６０
歳
ま
で
の
健

　
康
な
方
で
、全
課
程
を
必
ず
受

　
講
で
き
、長
期
間
ヘ
ル
パ
ー
や
フ

　
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会

　
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
方
�

▼
募
集
人
員
　
４０
人
�

　（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）�

▼
受
講
料
�

　
三
万
五
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
）�

▼
研
修
場
所
�

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
お
よ
び
飯

　
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

▼
取
得
資
格
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　
２
級
課
程
修
了
証
書
を
交
付
�

▼
申
込
方
法
�

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
申
込
書
は
、
さ
ん
と
ぴ
あ
飯

　
田
、
市
役
所
本
庁
、
り
ん
ご

　
庁
舎
、
各
支
所
、
町
村
社
協

　
に
用
意
�

▼
申
込
締
切
�

　
１０
月
１８
日
f
　
午
後
５
時
�

※
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
�

▼
受
講
の
可
否
�

　
応
募
者
に
別
途
通
知
�

▼
応
募
先
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
２
４
�
�

　
飯
田
市
東
栄
町
３
１
０
８
―
１
�

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
内
�

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

　
地
域
福
祉
係
�

　
1（
５
３
）
３
１
８
０
�

ホームヘルパー養成講座（2級課程）カリキュラム�

開講式、オリエンテーション�
福祉理念とケアサービスの意義�
サービス提供の基本視点�

12月 3日（火）�

開 催 日� 時　　間� 内　　　　　容�

12月 5日（木）�

12月10日（火）�

12月12日（木）�

12月17日（火）�

12月19日（木）�

12月24日（火）�

1月 7日（火）�

1月 9日（木）�

1月14日（火）�

1月16日（木）�

1月21日（火）�

1月23日（木）�

1月28日（火）�

1月30日（木）�

2月4日（火）�

2月6日（木）�

2月13日（木）�

2月19日（水）�

3月17日（月）�

3月18日（火）�

2月18日（火）�

老人福祉制度とサービス�
障害者（児）福祉制度とサービス�

家事援助の方法、相談援助とケア計画の方法�

ホームヘルプサービス概論�
ホームヘルプサービスの職業倫理�
高齢者・障害者の心理�
高齢者・障害者等の家庭の理解�
在宅看護の基礎知識�
住宅・福祉用具に関する知識�

救急法（1/30と分かれて実施）�

救急法（1/28と分かれて実施）�

模擬同行訪問�

介護技術講習（食事の介護）�
介護技術講習（排泄・尿失禁の介護）�

介護技術講習（寝具の整え方・体位・じょくそう）�
介護技術講習（入浴介助）�

介護技術講習（衣類の着脱）�
介護技術講習（身体の清潔）�

介護技術講習（寝具・車椅子へのトランスファ、車椅子での移動）�
介護技術講習（肢体不自由者の歩行）�
介護技術講習（視覚障害者の介護）�
介護技術講習（緊急時の対応・腰痛予防・介護者の健康管理）�

医学の基礎知識、閉講式（修了証授与）、懇親会（12：30から）�

・介護施設実習（16時間）�
・デイサービスセンター見学（8時間）�
・ホームヘルパーとの同行訪問（4時間）�
※一人当たりの実習時間をこの期間内に実施�

介護概論、介護事例検討�

リハビリテーション医療の基礎知識�
障害・疾病の理解1
レクリエーション体験学習�
障害・疾病の理解2

ケア計画の作成と記録、報告の技術�

家事援助の方法（高齢者の食生活）�
共感的理解と基本的態度の形成�

〜
�

9:00～16:30

9:00～16:00

9:00～15:00

9:00～16:00

9:00～17:00

10:00～17:00

10:00～17:00

10:00～16:00

10:00～17:00

9:00～17:00

8:45～17:15

8:45～17:15

10:00～16:00

10:00～16:00

9:00～17:00

10:00～16:00

10:00～16:00

10:00～16:00

13:00～17:00

8:30～17:15

9:00～12:30
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今
、女
性
が�

働
く
こ
と
を
考
え
る�

起
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー�

　
女
性
が
働
く
こ
と
に
追
い
風

が
吹
い
て
い
る
時
代
、
正
社
員
、

パ
ー
ト
、
在
宅
ワ
ー
ク
、
さ
ま

ざ
ま
な
選
択
が
あ
る
中
で
「
働

く
こ
と
」
を
ど
う
考
え
て
い
け

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。�

　
育
児
、
介
護
、
自
分
の
老
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
現
実
の
中
で
自
分

自
身
の
選
択
を
見
つ
け
る
た
め

に
、
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。�

▼
場
所
　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
�

▼
内
容
　
左
上
表
�

▼
受
講
料
　
５
０
０
円
（
５
回
分
）�

▼
託
児
　
１
人
　
３
０
０
円
�

　（
お
や
つ
代
込
み
要
申
込
）�

▼
申
込
締
切
　
１０
月
２５
日
f
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
飯
田
市
公
民
館
�

　
1
（
２
２
）
１
１
３
２
�

　
起
業
を
目
指
す
方
を
対
象
に
、

個
別
指
導
を
中
心
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
�

　
独
立
し
て
何
か
始
め
た
い
が
、

　
ま
だ
具
体
的
に
決
ま
っ
て
い

　
な
い
方
。
事
業
内
容
は
決
ま

　
っ
て
い
る
が
、
採
算
性
・
市

　
場
性
に
不
安
の
あ
る
方
な
ど
。�

※
日
程
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

▼
問
合
せ
　
商
業
観
光
課
�

　
内
線
３
６
１
１
�

来年4月から新しい障害者福祉�

支援費制度が始まります�

■問合せ�
　福祉課障害福祉係�
　内線　5312

飯田市がサービス内容を決定する「措置制度」から、新たに利用者自らがサービ
スを選択し、契約によりサービスを利用する「支援費制度」に改められます。�
　対象者は身体障害者と知的障害者で精神障害者は除かれます。�
　今回から数回にわたり内容、手続きなどについてお知らせしていきます。�
　今回は「移行するもの」と「移行しないもの」です。�

※なお、現在サービスを受けている方で、この制度に該当する方については、個人通知を郵送いたします。�

10月の納税�

税目�

納期�

市県民税（3期）�
国民健康保険税（10月分）�

�

10月31日（木）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �

10月29日（火）�

11月 9日（土）�

11月19日（火）�

11月26日（火）�

12月 3日（火）�

身体障害者更生施設�
（県リハビリセンターなど）�

身体障害者療護施設�
（阿智温泉療護園など）�

身体障害者授産施設�
（高森荘など）�

知的障害者更生施設�
（西駒郷、明星学園、南原苑、阿南学園など）�

知的障害者授産施設�
（あゆみ園、こぶし園など）�
�

障害者共同作業所�
（あいあいなど）�

小規模通所授産施設�
�
�

〈身体障害者〉�

・居宅介護等事業�
　（ホームヘルプサービス）�

・デイサービス事業�

・短期入所事業�
　（ショートステイ）�

〈知的障害者〉�

・居宅介護等事業�
　（ホームヘルプサービス）�

・デイサービス事業�

・短期入所事業�
　（ショートステイ）�

・地域生活支援事業�
　（グループホーム）�

補装具の交付・修理�

日常生活用具の給付�

手話奉仕員の派遣�

住宅改修費の助成�

自動車改造費の助成�

支援費に移行するもの� 支援費に移行しないもの�

施
設
サ
ー
ビ
ス
�

居
宅
サ
ー
ビ
ス
�

午
前
10
時
〜
正
午�

介護・育児�
女だって働きたい�

男性から見た�
働く女性�

子育てと�
ピアノ教室�

再就職�

飯田の女性達�

阿智村社会福祉協議会�
山田初美�

飯田女子短期大学教授�
佐橋紀子�

平沢広行�
平沢淑子�

ピアノ教室�
平沢玲子�

ハローワーク飯田所長�
島岡　学�
家庭相談員 吉田美佐子�

講 師 �日 付 � 時間� 演 題 �
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�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください�各種相談所�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ先� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ご
と相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

税 務 相 談 �

悩 み ご と�

婦人相談員
の専門相談�

法 律 相 談 �
（予約制電話にて）�

障害者並びに�
ご家族の相談�

特別�

一般�

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付１５:００まで�
１０月４日（金）�
１０月１８日（金）�
１３：３０～１５：３０�
１０月１１日（金）�
１３:００～１７:００�

１０月８日（火）�
１０月１８日（金）�
１０月２８日（月）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
１０月８日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週月～土曜日�
９：００～１７：４５�

１０月８日（火）�
１３:３０～１６:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�
１０月９日（水）�
１３：３０～１７：0０� 男女共同参画課�

内線５３５１�

児童課 内線５３４７�

りんご庁舎３階�
男女共同参画

市 役 所 本 庁 �

１０月１５日（火）�
１３：３０～１６：３０�
１１月２１日（木）�
１０：００～１５：００�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくだ
さい。�

※結婚相談は
本人の相談を
原則とします。
写真１枚必要
です。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（地域子育支援センター）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館１Ｆ・東栄町）�

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８０�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線５３４４�

1５２-０６３３�

飯田中央保育園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�

税 務 課 �
内線  ５１４１�

ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談可�

女
性
の
た
め
の
相
談�

東
三
河�

東栄町�

豊橋市�
◆豊橋まつり　　　　　　豊橋市商業観光課　10532（51）2430�
◆チェンソーアート大会　東栄町経済課　　　105367（6）1812�
◆豊川稲荷秋季大祭　　　豊川市商工課　　　10533（89）2140

■問合せ�

豊
橋
ま
つ
り�

豊
川
稲
荷
秋
季
大
祭
は
豊
年

を
感
謝
す
る
豊
川
稲
荷
の
秋
祭

り
で
す
。「
豊
年
じ
ゃ
」
と
掛
け

声
を
上
げ
な
が
ら
威
勢
よ
く
担

ぐ
神
輿
渡
御
や
か
わ
い
い
子
供

た
ち
の
稚
児
行
列
が
行
わ
れ
ま

す
。
境
内
で
は
、
猿
回
し
の
大

道
芸
や
、
琴
の
演
奏
会
、
骨
董

市
、
甘
酒
・
だ
ん
ご
の
接
待
な

ど
も
あ
り
、
大
勢
の
参
拝
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。�

ま
た
、
こ
の
祭
り
は
、
境
内

に
高
さ

10
メ
ー
ト
ル
、
直
径

5
メ
ー
ト
ル
の
一
対
の
大
提
灯

や
無
数
の
提
灯
が
掲
げ
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、「
提
灯
ま
つ
り
」
と

も
呼
ば
れ
、
夕
闇
と
と
も
に
点

灯
さ
れ
る
そ
の
様
子
は
、
と
て

も
幻
想
的
で
す
。�

東
栄
ド
ー
ム
と
東
栄
町
野
球

場
で
日
本
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
大
会
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
（
エ
ン

ジ
ン
付
き
ノ
コ
ギ
リ
）
だ
け
を

使
用
し
、
木
の
彫
刻
技
術
や
デ

ザ
イ
ン
、
ス
ピ
ー
ド
な
ど
を
競

う
も
の
で
、
今
年
で
2
回
目
の

大
会
で
す
。
作
品
の
販
売
や
世

界
の
ト
ッ
プ
ア
ー
チ
ス
ト
に
よ

る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、

地
元
の
見
本
市
・
特

産
品
販
売
な
ど
も
行

わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
お
こ
し
く
だ
さ

い
。�

東
三
河
の
秋
を
彩
る
豊
橋
ま

つ
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。こ

の
お
祭
り
で
圧
巻
な
の
が
市
民

総
お
ど
り
。豊
橋
駅
前
大
通
り
が

1
万
人
の
踊
り
の
輪
で
埋
め
尽

く
さ
れ
ま
す
。�

ま
た
、
カ
ー
ニ
バ
ル
大
行
進

で
は
吉
田
城
主
松
平
伊
豆
の
守

信
明
に
扮
す
る
京
本
政
樹
さ
ん

と
一
般
公
募
で
選
ば
れ
た
方
々

が
歴
代
城
主
や
ち
び
っ
子
武
者

に
な
っ
て
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し

ま
す
。�

そ
の
ほ
か
に
も
と
ん
と
ん
踊

り
コ
ン
テ
ス
ト
や
大
道
芸
な
ど

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。�

（
豊
橋
市
）�

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
大
会�

豊
川
稲
荷
秋
季
大
祭�

（
豊
川
市
）�

（
東
栄
町
）�

10
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）�

１１
月
2
日（
土
）・
3
日（
祝
）�

１１
月
22
日（
金
）・
23
日（
祝
）�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�
三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�



飯田市・浜松市ジュニア交流演奏会�飯田市・浜松市ジュニア交流演奏会�

●
上
郷
考
古
博
物
館
�

1（
5
3
）3
7
5
5

美
博
だ
よ
り�
文
化
ガ
イ
ド�

●
飯
田
文
化
会
館
�

1（
2
3
）3
5
5
2

プログラム　１.飯田少年少女合唱団（合唱）�
　　　　　　２.下伊那ジュニアバンド（吹奏楽）�
　　　　　　３.ジュニアクワイア浜松（合唱）�
　　　　　　４.ジュニアオーケストラ浜松（オーケストラ）�
チケット　　飯田文化会館他で発売中（全席自由）�
　　　　　　500円（小学生以上）�

阿弥陀如来坐像�
（あみだにょらいざぞう）�

迫心寺　箕瀬町１丁目２４６４番地１�
飯田市指定文化財（彫刻）�
像高５１.８㎝。木造漆箔で来迎印を結ぶ通形の阿弥陀如
来坐像。鎌倉時代前半期の作。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般200円（160円）、高校生150円（120円）、�

 小中学生100円（80円）　※（ ）内は20人以上の団体�

死者への祈り�

展示期間�

人形劇団人形劇団むすび座公演座公演「たまごにいちゃん」�人形劇団むすび座公演「たまごにいちゃん」�

おいでなんしょ寄席おいでなんしょ寄席�おいでなんしょ寄席�

9月28日（土）～11月17日（日）

－長野県の縄文時代から弥生時代の墓制－�
〈上郷考古博物館秋季展示〉�

10月２０日　　開場12：30　開演13：00
飯田文化会館ホール�

10月20日　　開演14:00�
飯田人形劇場�

10月25日　　開場18:00  開演18:30　�
飯田市公民館ホール�

チケット　　飯田文化会館他で発売中（全席自由）�
　　　　　　大人　前売り1,200円　当日1,500円�
　　　　　　子供　前売り   800円　当日1,000円�

出　演　　柳家小三治、柳貴家小雪、柳家三三�
チケット　飯田文化会館他で発売中（全席自由）3,500円�

第８回萩元晴彦回萩元晴彦ホームタウンコンサートIN飯田飯田�第８回萩元晴彦ホームタウンコンサートIN飯田�
「上海クァルテット」10月18日　　�

開場18:00  開演18:30　飯田文化会館ホール�
プログラム　ベートーヴェン/弦楽四重奏曲第8番ホ短調�
　　　　　　「ラズモフスキー第2番」他�
チケット　　飯田文化会館他で発売中（全席指定）�
　　S席:3,500円  A席一般:3,000円  A席高校生以下:1,500円�

　誕生から死までの人の生涯には、重要な節目に行われる儀
礼があり、通過儀礼と呼ばれています。死者を送るための墓
制は、人類の誕生以来現代まで続いていますが、そこには
時代ごとの特徴や地域色がみられ、その時代に暮らした人々
の息吹をも感じることができます。近年は、埋蔵文化財の発
掘調査によって多くの墓制に関する資料が出土し、土壙墓・
配石墓・土器棺墓・木棺墓・周溝墓・再葬墓など様々な
様相が明らかとなっています。そこで、長野県の縄文時代か
ら弥生時代の墓制に関する資料を展示
し、その変遷と地域色を考えてみます。�
【特別講演会】��
　日時　10月12日（土）　午後1時半～�
　講師　石川日出志教授（明治大学)��

【展示解説会】�
　日付　10月19日（土）、11月17日（日）�
　時間　午前10時半～、午後2時～�

橋爪遺跡の土器棺（胎児・幼児用の棺）�

ど　こう　ぼ�

はい せき　ぼ� ど 　き　かん　ぼ� もっ かん　ぼ� しゅう　こう　ぼ� さい そう　ぼ�

ひ　で　 し�


